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F. Mauriacの初期の作品
(La robe pretexte) 
前原昌仁
初期の小説は、 Lebaiser au lepreux 0922)にはじまる彼の主要作品のあ
の見事な開花を予想させるにたるものとは思われなかった。しかし、 Mauriac
の小説がどのような発展をたどっていったかを尋ねてみるとき、もちろん、そ
の出発点を軽視することは出来ない。その意味で、彼の最初にかかれた小説
L'enfant charge de chaines (1913)をとりあげて、その技法の一端をさぐっ
てみたの。そして、問題として次の諸点をとりあつかった。
その第一、彼の小説構成への配慮はきわめて大きいものがあるが、それはま
た、彼の内面の成長発展に並行して必然的に得られていったものであろう。だ
が、より効果的な物語の展開に寄与するものとして、作中人物の対立を少くと
も意識的に用いられたことがあるように思われる。例えば、 Lebaiser au 
lepreuxでは JeanとNoemiが、 Genitrixでは母子が対峙せしめられ、こ
ういった対照的な二人の主要人物の反発が作品の中でパターンになっている。
が、この主要人物の決定的な対立が認められない。それぞれ抽象的な概念を代
表している人物達が、主人公の Jean-Paulのために設定されている。強度な
内的葛藤、終始一貫した悲劇的対立関係をとらず、専ら主人公への寄与のため
，におかれていることである。
その第二、比較的短い作品であるにもかかわらず、 31章に区切られているこ
とである。これは小説の時間的経過につれて、舞台の変化をもたらすことであ
り、主要人物が一人である作品としてはかえって外的要素を多く入れることに
なる。内的生活をより深く堀り下げていくという後の作品とは異り、一つの内
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的生活が諸々の外的条件より受ける影響が問題とされることになるということ
である。
その第三、主人公の内省、回想はきわめて技巧をこらして配分されているこ
とである。すなわち、主人公の行動の発展段階のそれぞれの始めにおかれてい
て、前段階の出来事の決算書であり、次の事件へと発展していくための発条な
のである。このことは後の諸作品が殆んど前半に、というよりはむしろ冒頭に
集中しているのは大変な相違である。つまり「過去事実」のこの集中は作中人
物の破局と密接な関係があることを示すものなのである。過去事実と現在事実
との重ね合せは、危機の一点に於てとらえられた作中人物のドラマヘの進行の
加速器の役目を果すものである。それがないところにこの作品の未熟性がある
のではないかということである。
以上の諸点が少くとも指摘されうるように思われた。ところで、この作品に
つづく第二番目の小説 Larobe pretexte (1914)の場合はどうであろうか。
それが小論のこころみるところなのである。
)f 
??
＊ 
先づ、この Larobe pretexteについて EmileRideauを引用してみよう。
ー Encoreun roman autobiographique, encore un effort pour se de-
livrer de !'adolescence, pour acceder au calme de la maturite virile. 
C'est l'histoire de l'evolution interieure d'un jeune homme, eleve 
religieusement dans l'austerite d'une existence provinciale, et qui, 
en meme temps que les plus hautes aspirations, sent monter en lui 
les premiers troubles, fait l'experience timide et malheureuse d'un 
amour. I y a des pages delicieuses de verite sur la vie provinciale 
et ses differents conformismes, mais aussi la description de l'eternel 
confl.it moral, les scrupules d'une conscience idealiste qui se de.bat 
entre Jes elans des sens et Jes exigences du Christ. <2> 
また Pierrede Boisdeffreは次のようにこの作品を説明している。
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—-«La Robe Pretexte≫: une education solitaire et janseniste, entre 
les mains de pieuses vieilles, de hautes aspirations, le trouble du desir, 
une belle evocation de Bordeaux, la figure d'un ami que le Christ 
a choisi; on ne sait la voie que Jacques va prendre, mais Mauriac 
progresse dans la conduite d'une aventure interieure.<3l 
この不安に住う若者の物語は、事実、自伝的形態をとってえがかれている。
若者の内的な進展はそれによって効果的に読者にうったえることが出来るであ
ろう。 L'enfantcharge de chainesが、同じく Mauriacの青春の或る様相
を反映しながらも、外的な出来事の影響が大きすぎ、内的生活の必然的発展に
優先しているかに見えるのに反して、従ってあまりにも技巧的に外的な事件を
設定したために、作品をいたずらに長くすることになり、多くのものを盛り込
みすぎることになってしまったのに反して、この作品は、結果はどうであれ、
あくまで作中人物の心の内奥にせまろうとするこの出発点は確かに作者の前進
性を物語るものであろうと思われる。 Pierrede Boisdeffreの言葉一mais
Mauriac progresse dans la conduite d'une aventure interieureー というの
は、このことを裏書送するものであろう。この、小説を如何に叙述するかの方
法の選択は後述する描写法にも連ながっていくことはいうまでもないことであ
る。初期の作品が殆んど云々されないとはいえ、ー作ごとに成長をとげていく
作家の足跡は興味深いものがある。 EdmondJ alouxは、
-On trouvera ici, clans leur ordre successif, quelques temoignages 
du developpement romanesque de M. Frani;ois Mauriac; developpe-
ment qui a pris un caractere assez fulgurant, car ses premiers essais 
ne semblaient pas laisser prevoir le rapide redressement de La Chair 
et le Sang et de Preseances, ni ceux-ci, cette brusque eclosion d'reuvres 
importantes, qui commeni;a avec Le Baiser au Lepreux, developpe 
deux cimes plus hautes que les autres avec Genitrix et Le Desert de 
!'Amour, et aboutit enfin au Nmud de Viperes qui semble bien devoir 
rester jusqu'ici le chef-d'reuvre de notre auteur.<•J 
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と書いているし、又、
-11 ya un tel ecart entre les premiers ouvrages de M. Franc;ois 
Mauriac et ses deux derniers romans que l'on peut dire que sa 
veritable Carriere litteraire commence avec eux.(5) 
とも述べているが、事実はかならずしもそうであるとはいえないようである。
ここでとりあげた第二番目の作品は勿論、 Lebaiser au lepreuxに始まる主
要作品には程遠いものがあるとはいえ、前の作品より一歩進んだものであり、
かつ又、或る意味では主要作品に発展するべきものを始めて作品化したもので
ある。それをみるためには具体的な作品の分析を必要とすることになるであろ
う。そして、同時にそうすることにより、この作品の有する欠点をもあわせて
指摘することが出来るであろう。
＊ ＊ ＊ 
さて、作品の分析に際して、最初に考えねばならないのはその主題であろ
う。それは作品の表題が象徴しているものである。
-Comme un jeune Romain, ayant atteint l'age d'homme, aban-
donnait la robe pretexte, la robe branche aux bordures pourpres, 
qui etait l'insigne de l'adolescence-ainsi, o mon ami, je dis adieu 
a la seizieme annee .. <•J 
と、主人公の Jacquesが小説の最後のところでいうように、不安と動揺にみ
ちた青春への訣別である。何人も無事平穏にこの白衣を脱ぎすてるものではな
い。作者は11・2オの者が、危険にみちた。しかし避けがたい、そしておそろ
しい刺激にみちた困難な道程をへて、不穏な青年期にいたる過去を設定する。
時とともに、ブドウ酒のように醗酵していくものを展開させるのである。 J.
Robichonはいっている。
-Les aubes noires d'autrefois, les enfantines empreintes, le vert 
paradis qui ouvre ses chemins a une adolescence inquiete, ≪apeuree, 
repliee sur soi . ≫, ne lachent pas si aisement prise. C'est un regne 
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qui doit disparaitre pour laisser la place a cemonstre des tenebres: 
罪ged'homme, le temps de la virilite, et i ne s'efface pas aussi 
deliberement: i lui faut du temps, des evenements. <1' 
まさに、人生そのものと同じく、作品においても「時」と「事件」が必要で
ある。主人公 Jacquesの12オから17オになるまでの運命が作品の縦糸として
おかれ、この「時」の推移の中に他の作中人物の運命、諸々の「事件」、シチ
ュエーションが横糸として作品が織りあげられている。そこで、作者はこの縦
糸として、 Jacqueの自叙伝風な叙述の方法を採用する。青春時代から少年期
への回顧というこの形式は必然的に主人公の集中をもたらし、かつ、叙述を容
易にするものであろうように思われる。なぜなら、それは視点をたえず固定さ
せうることになり、またいろいろな事件、シチュエーションを求心力の範囲内
にとどめおくことを可能ならしめるからである。その上に、内的な探求、とり
わけ作者自身のものから出たものをより真実性の帯ぴたものとして描写できる
からだ。この作者の出発点は Boisdeffreも、
-Mauriac progresse dans la conduite d'une aventure interieure.<8} 
といっているように、たしかに前作に比し彼の進歩を示すものである。
この作者の出発点はさらに作中人物のいう言葉、
ー Lemystere de la vocq,tion se r艇 laita mon cceur et a ma pensee 
ーnonpoint avec ce sens etroit de vocation religieuse que l'on a 
coutume de donner a ce mot.<0' 
にあるように、 vocationとして、当然というよりは不可避的なものとして、
諸々の「事件」を配列しようとする事によって、ドラマを完成させようとする
のである。この自叙伝風な叙述法、 vocationの性質をもたせた主人公の人生
といった作者の出発点は具体的な「事件」と「時間」の設定へとすすんでいく
わけである。従って、吾々は作品の葛藤を検討せねばならないことになる。そ
のためには、先ず Mauriacがいかにしてこの作品を組み立てたかをみること
である。彼はそれを六つの発展段階によって作品を構成した。ストリーをたど
りながらそれをみてみることにしよう。
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＊ ＊ ＊ 
I 
-The boy has slept with a sense of brooding mystery, and has 
woken up on Easter Sunday; and he is now engaged in the unpala-
table act of getting out of bed. His cousin, Camille, aged eleven 
like him but les dreamy and more forward, has already got up, 
rushes into his room, and throws him into the usual confusion. We 
are thus briskly introduced in the opening chapters to the two central 
characters, Jacques and Camille.<10> <一章＞
Jacquesは孤児で Camilleと一緒に祖母の監視のもとで育てられている。
信仰の厚い祖母、病身な彼女を助けるべく来ている Marie-Henriette、
Camilleの母親と放蕩者の父親が一家を形成しており、殆んど毎日のように現
れる祖母のいとこである Mn• Dumoliers、それに神父が加わって、宗教的教
育と雰囲気にある Jacquesの孤独な生活が描かれる。＜二章～七章＞
Jacquesの父親は画家で、まだ赤ん坊の時、「タヒチ」の光りと色を求めて
妻子を残して旅立ってしまった。「タヒチ」から一度手紙をよこす。
—Je veux que mon fils me considere comme une ame en purga-
toire et prie pour moi.<11) 
彼の悪夢のような絵はいつかは有名になるべきものなのである。その父の死
を知らされ、かつ父の出立の時の事情、母の悲しみと死の話は彼の心に強く印
象を残した。母の写真と父の絵の複製は彼の心の支えとなった。＜八章九章＞
N 
15オになった Jacquesは真剣な、そして又当惑した眼ざしを外の世界にむ
けるのである。神父は悪魔がイエスを高い山に導きこの世の王国をみせて誘う
話をして、
-La quinzieme annee est, pour chacun de nous, !'instant de 
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cette tentation. L'eternel ennemi nous attache au sommet de notre 
orgueil et nous devoile, avec de troublants prestiges, ses royaumes 
defendu.<'●) 
とつけくわえる。夜ただ一人で家へかえっていく時（このような危険な自由は
初めてのことである）彼は夢にみたされ、渾沌とした欲望におぽれる。しか
し、
-11 ignorait que la vie brule comme une gelee la premiere florai-
son d'un jeune creur.<13> 
彼の叔父 (Camilleの父）は道楽者で、時おり快楽の世界から一家の団ら
んの中に戻って来ては彼の心を掻き乱すのである。 Musset,Lamartine, 
VerlaineそれにBaudelaireの詩が彼の心に空想をよびおこし、彼の血を波立
たせる。彼は今までとは違った見方で Camilleをみるようになる。けれど
も、精神的な憧れは尚強いものがある。心と感覚の中に醸酵しているものがあ
るにもかかわらず彼は純粋であった。神父は彼を Pascalにみちびき、これが
少年に影響を与えるのである。＜十章～十五章＞
I[ 
7月14日のお祝いの日、一人の女性の誘惑も無事にきりぬけたのであった。
Jacquesはやがてバカロレアに通る。この時、死んだ母とタヒチで永遠に帰ら
ざる人となった父のことをおもいおこすのである。
―Je songe a celle qui, dans les derniers temps de sa vie, se levait 
la nuit pour me regarder dormir. Je songe a celui qui repose de 
l'autre cote de la terre, tout mele a cette nature qu'il aima plus que 
moi-meme, son petit garc;on. <14) 
家では、叔父はパリに住むいとこの Philippeも試験にパスした、しかも極
めてよい成績であったといって、彼の試験での成功を軽ろんじようとする。だ
が、祖母はこの時を機にして、彼の父親がタヒチからよこした古い手紙、
pour mon enfantとかかれた手紙を彼に渡す。その手紙はこの世に存在する
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おびただしい危険と罠を避けるように警告しているのである。
こうした間に、 Jacquesと Camilleは決定的な言葉を交さないけれども、
段々と近づいていく。出来の良いいとこがパリからやって来たことは、二人に
以前意識しなかったものを悟らせるのに接触反応済の役割を果すことになる。
最初 Philippeは、その落着きと成熟さの故に大人のように見える。そして
Jacquesは神経質になり、彼のために Camilleはより一層落着きを失うので
ある。彼女は Philippeに敬意を払い、好意をもつが、それが彼を傷つける。
Philippeが彼女をとらえ、接吻しようと試みて、彼女に感情の激変を惹起す
る時、状況の一変する。彼女は Jacquesのもとに戻り、肩によりかかり泣吾
出す。これこそ二人の愛の最初の、そてし決定的な目覚めの時となるのであ
る。＜十六章～二十一章＞
w 
ヴァカンスがすぎ、二人はそれぞれの学校へもどる。道一つへだててある学
校はどちらも宗教学校なのである。彼の学友Joseの妹は Camilleと同じ学校
にいるので、兄妹に許される面会の時を利用して、 Camilleへ手紙を渡す仲介
者の役を申し出る。このようにして、露見するまで恋人同士の文通が続けられ
ることになる。文通のことがばれてしまって、後は Camilleから遠ざけら
れ、ヴァカンスを家でではなく、ドイツで過とすように決められる。ところ
が、この決定は彼に予期しなかった歓びをもたらす。なぜなら、ドイツヘ行け
るからだ。
-Rien ne put diminuer en moi ce plaisir.'16' 
-Camille ne m'etait deja plus qu'une petite morte clans mon 
passe.'1°' 
しかし、もう一度彼女に会わずしてバリーそして、そこからドイツヘ向うこ
とになっているのだが一へむかって出立することは出来ない。禁令をおかし
て、苦悶と興奮と期待につつまれて彼女の部屋へ行く。ところが、彼女は平静
で落着きはらっており、いつ母親がやって来るかわからないといって、立ち去
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るようにもとめる。
-Plus tard, je devais me souvenir que, lorsque au seuil de la cham-
bre, mes levres avaient une derniere fois cherche ses yeux, je n'y 
ava1t pas trouve de gout amer des larmes.<11> <二十二章～二十六章＞
??
パリに着いた JacquesはJoseの忠告に従ってシャンゼリゼのホテルにはい
る。そして Philippeに出会い、その女友達の Lietteと知り合う。翌日、父
の展覧会に行って、父の画家としての業績の評価を立ち聞きするのである。
―-≪1 unit le dessin d'Ingres a lalumiere de Delacroix. 1 syn-
thetise la peinture de son siecle.≫<19l.... ≪On peut connaitre en 
lui toute la peinture de meme que la Bible, Eschyle et Claude! nous 
dispensent de toute autre litterature.≫<19i 
その後で再び Lietteと会った彼はジプシー音楽と酒と彼女の魅力に酔う。
でも、彼は自分自身の姿を見出す。
ー Lemystere de la vocation se revelait a mon creur et a ma pen-
see .. Mais je sentais qu'une providence terrible d'avance fanait pour 
moi toutes les joies. <20l 
かくして、彼は救われるのだが、その時に祖母の危篤を知らせる電報がとど
き、すぐに Ousilanneの家へ帰らねばならぬことなる。祖母の死で、
Jacquesと Camilleの関係は新しい局面をむかえる。彼女は一夜のうちに、
おそろしく実験的な女になってしまうのだ。
―J'ai la clef de chaque armoire…(21) 
と彼女はいう。そして、彼があいも変らぬロマンチックな態度をとるのにいら
いらする。 Lietteとの遭遇のことを話しても、彼女は殆んど反応を示さない
のである。彼の心にあるうづくような痛みにこたえることが出来なくなってい
る。＜二十七章～二十九章＞
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VI 
Ousilanneの地所が売られるが、その分け前を投資することによって、ささ
やかではあるが、今や彼の生活が保証されることになる。失なわれた Camille
のイメージは遠くうすれていく。旅立ちの用意をする。傷を忘れることが出来
るかも知れないからだ。しかし、彼は Joseと手紙のやりとりで接触を保って
いる。イタリア旅行のあと、 Joseは彼に書いた。
-Chaque rentree est une occasion de plus souffrir. On se re-
trouve avec la meme peine qu'au depart, mais avec moins dejeunesse 
pour la supporter…(22) 
遂に、学校をでてから二年経過した後に、 Jacquesはこの友人に会う。友人
は病で死にかかっている。この出会いは二人の間の距離を増すだけだった。
ー Attendsque nous nous reconnaissions clans la lumiere du 
Pere .. <23) 
とJoseはいう。彼の最後の言葉。
—J'ai revu l'aube…murmura-t-il dans un souffie. <24> 
-Philippe lives in the sens, Jose in the spirit: Camille is the 
'life-force', shrewd, practical, almost ruthless: and Jacques is caught 
between them al―stil uncertain which way to go, stil a prey to he-
sitations, stil a promissory note that is as yet neither dishonoured 
nor redeemed. In the uncharted future, when the ways of Jacques 
and Camille cross again, who will redeem whom-or must they too 
wait until they "meet again in the light of the Father…"?(25) <三
十章～三十一章＞
＊ ＊ ＊ 
以上のように行動の発展段階にしたがってストーリーを大別することが出来
る。次はこの発展段階をどのような時間の推移によっているかを見なければな
らない。その結果は次の図式化されたものによってあらわされているように構
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成されている。
第一段階 PRELUDE 
1章~7章 (Paque一日の出来事）…………………………
EXPOSITION 2年半経過
第二1;,RE(三日：のここ;i~ 月頃 I: 二
8章~9章 01月の或る夜〔14オの誕生日〕
第三段階 DRAMEIere phase………………………………... J 
16章~21章 (7月14日と 7月の或る日から 3日
4ヶ月経過
間の出来事）
第四段階 DRAME2'phase……………………………………l 
22章~26章 (II月1日、 16オの誕生日~7月
1ヶ月経過
の卒業後の出来事）
第五段階 DRAME 3" pha,e (cata,trophe)…………………l 
27章~29章 (7月の3日間の出来事） 1ヶ月経過
第六段階 DENOUEMENT……………………………………l 
30章~31章 （数週間後の9月、及び1月1日
17オの誕生日の出来事）
つまり、一つの発展段階から次のそれへと移る間の時間の経過がはっきりと
した特徴を示していろ。 2年半から 1年へ、 1年から 8ヶ月へ、 4ヶ月から 1
ヶ月へとだんだんに経過時間が短縮されていっているのである。これは彼の主
要作品がとる時間の経過とは反対のものであり、 Muirが指摘した劇的小説が
必然的にとっていくものとは異るのである。最初、小説の進行は徐々にすすん
でいき、作中人物の諸々の特質が出されて運命が形成されていって、破局を準
備する。その後は蓄積されたエネルギーで加速度的に進行していくといったも
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のではない。このことは時間のもつ大きな力を、まだ作者が意識的に活用しよ
うとしなかったか、或は自然に体得するにいたっていないことを示すものであ
ろう。いずれにせよ、このような時間の経過を用いたことはそれなりの理由が
あるように思われる。故郷とそこですごした少年期、青春期の強烈な刻印をも
ち、そこへつねに作品の源泉をたづねていった作者にとっては、当然通らねぱ
ならなかった一過程と受けとれるのである。それは作者が青春への訣別の作品
を通して果せねばならなかったものではなかったろうか。そう考える時、実は
この作品を作者が構想した出発点にたちかえることになる。全集の刊行にあた
り、初期の作品だけをまとめて第十巻としたが、この作品だけは全集の第一巻
の最初に他の初期の作品と切りはなして置いたのである。その序文で次のよう
にいっている。
—Si La Robe pretexte, parue en 1914, six ans avant La Chair et le 
Sang, ne figure pas parmi ces premieres tentatives d'un romancier 
qui se cherche, si nous avons cru devoir publier ce roman clans le 
premier tome de mes CEuvres Completes, c'est que la encore je me suis 
peint moi-meme: j'y ai en partie reussi le portrait de !'adolescent 
que je fus, frontispice qui trouvait sa place, nous a-t-il semble, en 
tete de ces douze volumes.<26' 
自らの青春の姿をとり入れたこの作品がもつ意味は、芸術作品として彼の出
発点であると同時に、以後とりあつかわれる人物達よりも年下のものの青春期
だけをとりあげたということである。主要作品の作中人物が青春の負い目を常
に抱いているのに比して、この作品はその青春の意義を追求しようとしたもの
のようである。その時、つまりは自分の青春への訣別を作品としてとりあげよ
うとする時、最も大切な momentは白衣を脱ぎさる時である。不安と動揺は
その為の準備であるならば、ドラマの焦点はまずこの白衣との別れにあてら
れ、そこにいたった内面の世界の発展過程をさぐらねばならないことになる。
彼の作巾人物のすべてがそうであるように徐々に醗酵していき、その自然発火
により爆発するまでを描かねばならない。その醗酵過程にあるものは、そこか
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ら逃れることは出来ない。どのような爆発にいたるかは不明であっても、そこ
までいきつかねばならぬ義務が、恐ろしい義務がある。そこに作者のいう作中
人物の使命といったものが生れるのである。この様に構想の出発点が与えられ
た時、如何なる必然性によってこの作中人物の使命に真実性を与えるかが問題
となる。そこで、出発点として12オの Jacquesが設定されたと推測される。
この時すでに時間の進行も決められることになる。決定的な16オとの別れに集
中していかねばならないからである。劇的な作品の時間の進行を採用した場合
には、この作品の目論見を阻害することがらが当然予想される。それは、先ず
第一には、もし作品に於ける破局、作中人物の危機を白衣との別れ以前に設定
した場合は、その別れの意義を強調することが出来なくなる。なぜなら、その
別れの時に作中人物の運命が決定し、時間はとぶように流れ、作中人物はただ
それに押し流されていくだけになるからである。もう一つは、もし最初に時間
をゆっくりと進行させるならば、純真無垢な少年の中にそれにかなった事件の
積み重ねを求めねばならないことになる。ところが少年期こそ天使なのだ。宗
教的な雰囲気と教育の中に育った作者にとって、それは神にむけられた清らか
な天使の顔なのである。外的な事件をもってくれば、内面の世界を破壊してし
まうことになる。このようにみるならば、作中人物にとって最初の事件の積み
重ねとしては天使の顔を描き、神秘の世界に神を求める姿を描吾出す外はな
い。事実、この作品は12オの Paqueの祝い日から始まることになるのであ
る。そこからゆっくりと時間が進行し始め、決定的瞬閻、危機にむかって速度
を増しながらすすんでいく。その危機のあとの加速度的な進行に身をまかすも
のを描くには、後の作品のように、白衣を去った若者を作中人物として選ばな
ければならないことになる。その輝かしい成功例は出世作となった Lebaiser 
au lepreuxなのであり、この作品の時間の進行の仕方は、例えば Ledesert 
de l'amourの Raymondゃ Thereseの回想、つまり過去事実の中に吸収さ
れてしまうことになるのである。
次にこの時間の進行の仕方を決定した要因は具体的にはどこにあるかという
ことを考えてみよう。これは作者のプロットの組み立て方にふれることにな
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る。作者は規則正しい法則に従っているように見受けられる程である。という
のは、各発展段階の主要な事件が一定の法則によるととく設定されているので
ある。つまり、 1月1日の主人公の誕生日と 7月の学年末、ヴァカンスの始め
に事件がおかれている。第一段階、第二段階、第四段階、第六段階はそれぞれ
1月の誕生日が中心にされ、第三段階と第五段階は7月の或る日から 3日間が
中心にされているのである。すると1月から 7月までの 8ヶ月間と、 7月から
1月までの4ヶ月間という二種類の時間間隔が生じることになる。そして第四
段階では、この 8ヶ月間の間隔というものが事件の中に繰り入れられて
Drame の 2• phaseをなす一方、破局への準備に費いやされた結果、上述し
たような時間の進行の仕方が出来上ったことになる。年令を一つ重ねる時と、
学年を一つ終えた時という生徒にとって有意義な時に事件の設定を行なったこ
と、そして小説がつくられていったことは疑いないことのように思われる。
以上のような時間の進行の仕方のうちに、作者の構成法の一端をうかがうこ
とが出来たが、もう一つ時間の問題が残されれている。それは作中人物の内
省、回想によって描かれる過去事実である。小説の始まる時にとらえられた作
中人物の過去はこの小説の場合、たしかに前の作品よりも進歩したように思わ
れる。 L'enfantcharge de chainesに於いては各発展段階にはこの過去事実
が出て来たのであるが、この作品ではそれが殆んどすべてが最初のところに集
中して出てくるのである。
作品の Preludeである 1章から 7章までは、 Paqueの日の事柄がのべられ
ている。この一日の出来事と共に主人公 Jacquesの回想によって、彼を中心
とした一族のものの過去が集約される。いうまでもなく、作品の過去事実は殆
んど全てここに集中するのである。これを図表にすれば次のようになる。
章I1 I 2 I 3 1 4 I 5 I 6 I 7 
A I 183 I 107 I 74 I 145 I 112 I 118 I 133 
B I 108 I 40 I 39 I 140 I 59 I 94 I 46 
Aは各章の行数。 Bは過去事実の行数。
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この過去事実の集中は、 Mauriacの作品の特徴的なものなのであるが、そ
れがこの作品で始めて姿を現わしたのである。
そして、この過去事実をより自然に出していくやり方はプルースト的な手法
であり、このことも、前作品に比して一歩すすんだものにしているように思わ
れる。例えば K.R.Srinivasa Iyengarは例を挙げてそのことにふれている。
-The opening lines might almost be Proust's hero dreamily re-
mm1scmg: 
"Grand'mere posa sur mes cheveux le baiser de chaque soir, elle 
prit la lampe. Un cercle lumineux dessine au plafond la suivit et 
disparut. Il me sembla que les murs de ma chambre s'ecartaient. 
Les objets familiers s'abolirent. Mon petit lit vogua sur un ocean 
de tenebres. <21) 
そして又、現在事実から過去事実への移行の自然さは、この手法の巧みな利
用であるといえる。そして現在と過去の入り混りの中に、この作品の Prelude
がかなでられるのである。一つその例を挙げよう。
-Elle (=Camille) me donna un cadre ovale ou je reconnus la 
photographie de ma mere, morte au temps de ma s碑 meannee. 
Les paupieres un peu tombantes donnaient a ce visage une im-
pression d'infini lassitude, et le regard semblait se perdre au-dela 
de la vie. Un nreutl de tulle blanc retenait le col de velours; alors, 
dans l'immense etendue de brume qu'etait mon passe je voulus evo-
quer le visage de la morte .. <•sJ 
かくして、過去の世界にはいっていき、 Jacquesにまつわる色々な過去事実
が開展していくのである。
＊ ＊ ＊ 
ストーリーとその発展段階、及びその時間の進行、過去事実の集中性をみて
きたが、次は作中人物に考察を加えることにする。
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彼の第一番目の作品が31章に区切られていて、全体を細断しすぎたように思
われることはすでにのべた。そしてこの細断は時間の進行につれ、舞台の変化
をもたらし、外的な要素を多く入れることに由来していることを指摘した。外
的な要素は対照的な状況の設定に変化を求めることになり、舞台のコントラス
トとしてあらわれ、それが作中人物の心理の変遷をくりひろげさせるやりかた
となった。悲劇的な醗酵をうながすやりかたではなかった。発展段階が8つに
分れ、各段階に主人公の内省、回想が設けられ、主人公の内的世界のドラマチ
ックな醗酵をうながそうとしたのであった。しかし、そのやり方には作者の作
為がありありとうかがわれることになってしまった。
第二番目の作品であるこの小説は偶然の一致か、これも全体を31章に区切っ
ている。そして、上述したように、白衣に象徴される青春への訣別という、決
定的な人生の或る瞬間のドラマをとりあげ、それを通過せざるを得ない使命を
描うとした。作者は作品の冒頭に CharlesDemangeの言葉を引用している。
—«…Un jeune garc;on franc;ais que des pretres, sa mere gar-
daient, a connu une trop longue suite de soirees inquietes, pour ne 
pas confondre !'amour avec l'inconnu, i ne sait quelle solitude .. ≫<29) 
というように、作品の基本的な事件として、不安な夜と、初恋とその幻滅を
構想した。そして、この失敗に終った Jacquesと Camille の恋愛事件がと
りあげられたのである。そこで、この恋愛とそれにいたるまでの少年の不安と
動揺の夜々を描きだそうとした時、すべてがこの恋愛の空しさに、そしてこの
青春訣別のための関所へと集中すればよい訳である。この作品が31章に同じく
細断され乍らも、同じ失敗をくりかえさなかった理由はここにあるように思わ
れる。細心の注意を払って構成しながらも、異質な、対照的な場面の積み重ね
となった失敗を避けたのである。つまり、作者は少年の不安と動揺の夜々に、
Preparationまでの作品全体の半分をあて、残りの半分を Drameとしたので
ある。作品全体の行数を調べてその結果、 Drameとそれ以前の Preparation
までの配分を図式化すると次のようになる。
第一段階
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このような配分は興味あるものである。この二分された前半は少年の不安にあ
てられるとしたならば、そこで、どのように作中人物がおかれているだろう
か。
第一段階。第一章で主人公の JacquesとCamilleが設定され、第二章～第
7章の間に一族の者がすべて登場する。祖母、 sreurMarie-Henriette, M"" 
Dumoliers, 神父、叔父と叔母。そして回想でのべられる communionの事な
どで、清らかな、平和な幼年時代の宗教的雰囲気から、家庭生活がのべられ、
不安と誘惑の予感があらわされる。第8章、第9章では父と死の知らせと同時
に、亡き両親の過去が設定されて、妻子をなげうって旅への誘いに身を任せた
父の vocationが主人公の未来を暗示する。
第二段階では15オの誕生日が中心となる。神父と叔父が設定され、神父が代
表する神の世界、叔父が代表する罪と快楽の世界、更に読書による空想の世界
の間を遂巡する Jacquesがかかれて、 Camilleへの見方の変化が浮きだされ
て、 Drameを準備するのである。
第二部に相当する後半は Drameの様相がのべられて、恋愛事件があかるみ
に出され、青春への訣別がなされる。
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第三段階は、 Bereniceをお吾、遂巡する主人公に対るする誘惑への呼びか
けをし、父の手紙をもってきて、罠に対する警告をおこない、 };rephase-準を
備をする。そのあとで Philippeを接触反応体として設定して、主人公と
Camilleとの恋愛関係を完全なものとする (7月の事件）。
第四段階は、 Philippeの代りに Joseが設定される。ヴァカンスが終り、
Jacquesと Camilleが別れる時、文通の仲介者となり、恋愛を継続させる。
文通の事が露見するに及んで旅行がもち出され、旅の tentationとCamilleと
の別れがえがかれる。
第五段階は、 Philippeの仲介による LietteとJacquesが設定され、
Jacquesは誘惑におぽれんとする。その時、祖母の死のため、引きもどされ
て、 Camilleの豹変にあい、この愛の空しさが完成する。
第六段階は結論として Joseが設定されて、神のもとでなければ人間は本当
に結ばれないことが暗示され、 Jacquesを人生へと旅立たせるのである。
以上の如くに見てきたものを、図式化すれば、一層はっきりとその作中人物
の役割がうかがえるように思われる。
人
物
I I I 2 I 3 I 4 I 5 
Ja I Ja I Ja I Ja I Ja ， 父神父 Ia I a IL I a 
母叔父 Ip I 10I p I祖母
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 
P ヴ Jo文 P祖祖
結合と離反の要因｛ ； 房麿農
ン露死死
ス見
I 6 
I Ja 
Jo 
＊数字は発展段階。 Ja(Jacques), C (Camille), Jo (Jo必）， P
(Phiilppe), L (Liete). ↑は結合、↓は離反を示す。
後半の部、すなわち drameに於いては、恋愛関係にある Jacquesと
Camilleの間の結合と離反がくりかえされることによって、最後の決定的な離
反のもりあげをしている。第三段階では Philippeによる結合と、ヴァカンス
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終了による離反がその一、第四段階では Joseによる結合（文通）と、その露
見による離反がその二、第五段階では Philipeによる Litteとの結合と祖母の
死による離反がその三であり、祖母の死は又、 JacqueとCamilleの最後の結
合と離反という最大の事件を導くことになる。つまり、結合は具体的な生きた
人物により、離反はそれ以外のものが原因となっている。又図に明らかなよう
に、 PhilippeとJoseが交互に重要な役割を演ずるように設定され、且つ又、
第一の結合と離反は家庭内、第二は学校内の宗教的規律を破り、第三の破局の
快楽の世界でのそれへと移行することで、内の罪の重さが強調されていくので
ある。
しかし、この様な作中人物の設定は、彼の後の主要作品への発展を予想させ
るに足るものを秘めていると思われる技巧をこらしたものである。結合と離
反、及びその状況の移行は破局を強調し、悲劇に緊迫感をあたえ、作中人物の
運命に真迫性を与えるものではあるが、それがより見事な結果をみせるのはま
だ先のこととなる。その一つはの理由として次のことが考えられよう。
作中人物の設定は効果をねらったものではあるが、それぞれの作中人物が役
目を果すと姿を消すか、或は背景の一部になってしまう。すなわち、父の死は
第一段階から第二段階へ、神父は第二段階から第三段階の移行を意義づけて姿
を消し、祖母の死は第五段階の破圃への転機であり、 Joseの列は denoue-
mentに於ける一つの結論を暗示するといった具合である。このことがらと、
対照的な人物の設定とを考えあわせるとき、これら補作的作中人物は第一番目
の作品と同様にかなりはっ吾りとした作為を見せることになるように思われる
のである。 Mauriac自身もこのことについて、先に引用した序文にいってい
る。
-C'est que la encore je me suis peint moi-meme: j'y ai en partie 
reussi le portrait de !'adolescent que je fus .... 1 n'empeche que les 
comparses de La Robe pretexte sont fabriques, selon mes gouts litterai-
res d'alors, comme ceux de La Chair et le Sang et de Preseances. 
A partir de mes deux Cahiers Verts, plus personne dans mes romans 
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ne sortira des livres d'autrui. Reussies ou manquees, il n'importe, 
toutes mes creatures seront miennes, nees du.reel observe, sans doute, 
mais aussi de ma chair.<30) 
このように、作中人物の作為性を認めているが、先程の結合と離反と同じ
く、作中人物の死は後でより真実性をもって主要人物の内面に深い影を落すも
のとしてとりあつかわれることになる。それは Lebaiser au Lepreuxの友
人の死と Jeanの死、 Genitri文における Mathildeの死と母親の死がそれで
ある。
Mauriacはいっている。
ー Pourle lecteur qui s'interesse a mon reuvre, sa presance en 
tete de ce volume s'explique pourtant: rapprochee du Raiser au 
lepreux, La Robe pretexte permet de mesurer les changements que 
dix annees ont accomplis en moi.<31) 
これは Lebaiser au lepreuxへのこの作品の直接つながりを認めたことで
ある。つまり、
―Je ne tenterai plus de refaire un portrait de moi-meme.<32> 
ともいっているように、若い時にしかかくことの出来なかった作品であり、そ
こに青春への訣別をなしたのである。
この青春への訣別の意義が、今まで見て来た如くに、作品の構想の出発点で
あり、そこから生れる作品の構成は一つの時間の進行の仕方を生むことにな
り、事件、人物の設定の作為となって吾たのである。そして、この青春への訣
別の時の負い目をもった人物が設定され、過去事実の集中の閻にそれが明るみ
に出されて、人生の破局へと追いやられ、飛ぶように進行する時間の流れにお
しながされる人物がえがかれるには十年の歳月を、 Lebaiser au lepreuxを
待たねばならない。その時は、
ー Plusnos personnages vivent et moins ils nous sont soumis. <3) 
といえるような補佐的作中人物が現れることになり、作者の作為を見せなく
するのである。
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-Que de fois m'est-il arrive de decouvrir, on composant un re-
cit, que tel personnage de premier plan auquel je pensais depuis 
longtemps, dont j'avait fixe l'evolution dans les derniers details, 
ne se conformait si bien au programme que parce qu'il etait mort: 
il obeissait, mais comme un cadavre.<34) 
という告白は、彼の小説構成への努力を認めさせるものであるが、その作為
の優位性に作中人物がマリオネットの如くあやつられていたことを物語るもの
である。生きづく作中人物が現れて、作者の作為性をこえるときがくるまで、
第一次大戦をはさんだ10月の年月が経過する。従って、その間に泄に出た彼の
二つの作品を検討するが、次に課せられる問題となるのである。
註
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